
図
賦
を
刊
行
。

北
陸
に
お
け
る
最
初
の
人
体
解
剖
は
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
十
一
月
十
九
日
、
福
井
東
明
里
の
刑
場
で
、
半
井
彦
、
山
室
知
将
の
両
人

（
一
）
（
一
一
）

に
よ
り
行
な
わ
れ
、
『
蔵
鑑
」
を
遣
し
た
。
こ
の
解
屍
に
関
す
る
内
容
は
小
川
鼎
三
、
岩
治
勇
一
ら
の
研
究
報
告
に
譲
る
。

（
一
二
）

つ
づ
い
て
、
藩
政
期
に
は
こ
の
解
屍
が
先
例
と
な
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
人
体
解
剖
が
行
な
わ
れ
た
（
『
福
井
県
医
学
史
』
）
。

（
一
）
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
五
月
中
旬
、
福
井
東
明
里
に
犯
法
分
屍
塚
を
建
立
す
る
。
十
一
月
二
十
六
日
、
福
井
医
学
所
の
人
々
が
、

小
山
谷
仏
所
に
お
い
て
男
刑
屍
一
体
を
解
剖
。

（
二
）
文
政
四
年
（
一
八
一
二
）
十
二
月
十
六
日
、
越
前
福
井
の
池
田
冬
蔵
（
小
森
玄
良
門
人
）
等
、
京
都
西
郊
の
刑
場
で
解
剖
し
、
解
剖

北
陸
に
お
け
る
解
屍
を
歴
史
的
に
通
覧
す
る
と
、
藩
政
期
に
は
福
井
藩
が
中
心
と
な
っ
て
先
覚
的
立
場
か
ら
行
な
わ
れ
、
明
治
期
に
入
る

と
、
医
育
機
関
の
設
立
と
と
も
に
、
金
沢
に
お
い
て
近
代
医
学
の
確
立
の
た
め
に
人
体
解
剖
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
略
史
と
と
く
に
明
治
中
期
の
解
剖
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

（
三
）
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
九
月
二
十
二
日
、
福
井
の
小
山
谷
仏
所
に
て
刑
屍
男
女
二
体
の
解
剖
あ
り
、
平
野
玄
察
、
妻
木
敬
蔵
、

一
福
井
藩
の
解
剖

北
陸
の
解
剖
略
史

聴
講
醒
梗
檸
塞
霊
罎
辱
聿
靖
琴
権
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
七
日
受
付

寺
畑
喜
朔
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（
四
）
天
保
十
年
（
一
八
一

篇
、
妻
木
栄
輔
等
が
与
っ
た
。

岩
佐
玄
珪
、
勝
沢
雇
が
之
に
与
っ
た
。
女
屍
解
試
略
次
は
、
勝
沢
の
害
鴫
い
た
そ
の
時
の
解
剖
記
録
で
あ
る
。

（
四
）
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十
月
五
日
、
福
井
の
小
山
谷
仏
所
に
て
、
刑
屍
一
体
の
解
剖
あ
り
。
半
井
仲
庵
、
田
代
万
貞
、
細
井
玄

（
五
）
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
十
月
十
三
日
、
小
山
谷
仏
所
で
解
剖
が
あ
っ
た
。

（
六
）
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
月
十
六
日
、
橋
本
左
内
等
小
山
谷
仏
所
に
お
い
て
刑
屍
解
剖
。

（
七
）
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
二
月
九
日
、
福
井
小
山
谷
仏
所
に
お
い
て
男
屍
の
解
剖
が
あ
っ
た
。

（
八
）
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
二
月
十
八
日
、
勝
山
藩
医
秦
魯
斎
、
越
前
大
野
郡
勝
山
に
お
い
て
解
剖
を
行
な
う
。

（
九
）
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
一
月
十
三
日
、
小
山
谷
仏
所
に
て
男
女
二
体
の
刑
屍
解
剖
と
、
こ
れ
が
解
剖
祭
を
行
な
う
。
翌
二
年
正

月
細
井
東
陽
が
、
そ
の
所
見
を
ま
と
め
て
解
臓
図
記
三
巻
を
作
る
。

（
四
）

ま
た
、
福
井
藩
の
解
屍
に
つ
い
て
は
、
山
崎
佐
の
報
告
も
参
考
に
な
る
。

金
沢
市
上
荒
屋
三
丁
目
豊
明
湊
八
幡
神
社
の
前
面
に
あ
る
上
荒
屋
橋
の
た
も
と
に
凝
灰
岩
で
作
っ
た
一
基
の
顕
彰
碑
（
一
三
○
×
八
○
×
三

○
糎
）
が
あ
る
。
碑
文
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

人
と
し
て
人
の
た
め
な
ら
ず
ぱ
人
と
あ
ら
ざ
る
に
し
か
ず
加
賀
国
石
川
郡
矢
木
荒
屋
村
に
竹
川
リ
ン
と
い
ふ
女
あ
り
し
ぬ
る
い
ま
ば
に
云

（
一
）

さ
れ
た
。

（
八
’
一
○
）

（
二
）
最
初
の
特
志
解
剖

（
五
）
（
六
）
（
七
）

こ
の
解
剖
の
模
様
お
よ
び
研
究
は
、
金
子
治
郎
、
長
岡
博
男
、
酒
井
恒
の
文
献
で
明
ら
か
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。

二
金
沢
に
お
け
る
人
体
解
剖

金
沢
に
お
け
る
最
初
の
解
屍
は
、
藩
末
期
の
明
治
三
年
七
月
で
、
金
沢
断
獄
よ
り
刑
屍
者
二
体
が
解
剖
用
と
し
て
金
沢
医
学
館
へ
供
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こ
の
碑
文
か
ら
、
竹
川
リ
ン
は
明
治
十
六
年
四
月
二
十
五
日
（
剖
検
は
翌
二
十
六
日
、
後
述
）
、
私
立
松
江
病
院
長
松
江
安
見
ら
に
よ
り
特

志
解
剖
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
長
い
間
、
郷
士
医
史
家
（
故
長
岡
博
男
博
士
、
津
田
進
三
博
士
、
酒
井
恒
博
士
ら
）
に
よ
り
剖
検

記
録
の
所
在
有
無
、
そ
の
周
辺
資
料
の
検
索
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

（
一
一
）

先
年
、
著
者
は
諸
誌
を
検
索
中
、
『
東
京
医
事
新
誌
』
（
第
二
七
一
号
、
明
治
十
六
年
）
を
旙
き
、
つ
ぎ
の
剖
検
記
録
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

此
文
筆
せ
よ
と
も
と
め
の
ま
ま
に
か
き
う
つ
す
は

石
川
県
石
川
郡
書
記
青
木
六
郎

こ
の
撰
文
者
の
高
橋
富
兄
は
、
国
文
学
者
、
歌
人
で
後
年
第
四
高
等
学
校
教
授
と
な
る
。

こ
の
碑
の
左
側
面
に
は
、
つ
ぎ
の
刻
文
が
あ
る
。

竹
川
リ
ン
女
難
病
二
罹
リ
本
院
施
療
の
処
終
一
一
死
亡
シ
母
ソ
ョ
其
遺
言
に
因
り
病
屍
解
剖
ヲ
委
嘱
ス
即
チ
我
院
一
一
於
テ
剖
観
ス
是
レ
医
術
ノ

進
歩
ヲ
促
シ
且
后
来
患
者
治
療
ノ
開
明
ヲ
期
ス
ル
ニ
至
ル
因
テ
彼
ノ
志
ヲ
燗
量
シ
有
志
相
醸
シ
テ
此
墓
碑
ヲ
建
設
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

く
お
の
が
病
は
名
あ
る
く
す
し
た
ち
も
し
り
か
て
に
せ
り
い
か
て
身
を
ほ
と
き
て
あ
き
ら
め
て
よ
と
て
つ
ひ
に
明
治
十
六
年
四
月
二
十
五
日

よ
は
ひ
四
十
三
に
し
て
身
ま
か
り
ぬ
志
の
を
を
し
き
ま
す
ら
を
も
し
か
さ
る
く
し
あ
は
れ
身
を
ほ
と
く
し
の
ま
ま
あ
れ
と
病
の
た
め
に
か
か

る
は
石
川
県
に
し
て
此
人
を
始
め
と
す
あ
は
れ
こ
の
人
な
ほ
は
は
あ
り

世
の
た
め
に
ゆ
る
し
な
か
ら
も
く
れ
な
い
の
な
率
だ
や
手
に
も
ふ
り
か
か
り
け
ん

人
々
こ
の
お
や
子
の
た
め
に
石
ふ
み
も
の
せ
ん
と
て
こ
う
ま
ま
に
か
く
い
う
は
高
橋
富
兄

明
治
十
七
年
四
月
二
十
五
日

石
川
郡
徳
丸
村
私
立
松
江
病
院
長

明
治
十
七
年
四
月
二
十
五
日

松
江
安
見
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き
た
。

○
病
体
剖
観
記
事
松
江
安
見
寄
送

明
治
十
六
年
四
月
二
十
六
日
後
五
時
加
賀
国
石
川
郡
徳
丸
村
乙
五
拾
九
番
地
医
師
松
江
安
見
自
宅
一
一
於
テ
病
屍
ヲ
解
剖
ス
則
チ
金
沢
医
学
校

教
諭
医
学
士
外
山
林
助
全
佐
藤
廉
教
諭
大
井
玄
洞
全
石
川
孝
恭
等
諸
氏
来
テ
執
刀
教
示
シ
近
郷
ノ
開
業
医
師
等
数
十
名
之
ヲ
傍
観
ス

〔
既
往
歴
〕
石
川
県
石
川
郡
矢
木
荒
屋
村
農
竹
川
ソ
ョ
長
女
リ
ン
齢
四
十
三
体
格
屋
弱
三
歳
ノ
冬
眼
疾
二
罹
リ
四
歳
ノ
春
二
至
テ
両
眼
全
ク

失
明
セ
リ
依
テ
農
業
ヲ
操
ル
可
能
ハ
ズ
シ
テ
挽
粉
ヲ
業
ト
ス
十
七
歳
ノ
秋
始
メ
テ
月
経
ヲ
見
爾
来
整
然
時
期
ヲ
連
ハ
ズ
又
他
一
一
疾
ム
所
ナ
シ

然
ル
ー
四
十
一
歳
報
舘
叶
四
二
至
り
下
腹
二
痛
ミ
ヲ
覚
ヘ
テ
月
経
閉
止
ス
但
シ
此
疹
日
ナ
ラ
ス
消
散
セ
リ
故
二
之
ヲ
意
ト
セ
ス
業
ヲ
操
し
り
四

十
二
年
即
チ
明
治
十
五
年
五
月
十
日
頃
寒
熱
咳
嗽
略
疾
ヲ
発
シ
或
医
二
治
療
ヲ
托
ス
ル
モ
寸
効
ナ
ク
却
テ
増
悪
ス
ル
ヲ
以
テ
同
月
州
日
余
二

治
ヲ
求
ム
即
チ
之
ヲ
診
ス
ル
ニ
身
体
扇
痩
頭
部
二
冷
汗
ヲ
流
シ
呼
吸
息
迫
咳
嗽
頻
発
略
疾
多
量
ニ
シ
テ
血
液
ヲ
混
ス
体
温
摂
氏
舟
九
度
二
分

ニ
シ
テ
一
分
時
間
二
呼
吸
四
十
息
豚
榑
強
ニ
シ
テ
百
二
十
至
食
思
減
損
舌
上
汚
黄
色
ノ
苔
ヲ
生
シ
舌
緑
紫
黒
色
ノ
斑
ヲ
呈
ス
胸
部
ヲ
打
診
ス

ル
ニ
右
胸
部
一
一
ハ
濁
音
ヲ
呈
シ
聴
診
ス
ル
ニ
右
胸
部
ニ
ハ
捻
髪
音
ヲ
聴
キ
心
部
二
当
テ
摩
擦
音
ヲ
聴
知
セ
リ
腹
部
ヲ
按
ス
ル
ニ
腰
部
二
硬
塊

ア
リ
テ
膨
満
ス
ル
可
恰
モ
妊
娠
八
ヶ
月
程
ナ
リ
之
ヲ
圧
ス
ル
モ
痛
ヲ
発
セ
ス
此
塊
ノ
発
生
ヲ
尋
ネ
シ
ニ
記
憶
セ
ス
ト
云
う
依
テ
怯
疾
鎮
痙
剤

ヲ
投
セ
シ
ニ
幾
許
ナ
ラ
ス
シ
テ
諸
症
減
退
シ
大
二
爽
快
ヲ
告
ヶ
休
薬
ス
本
年
三
月
二
十
五
日
再
上
診
ヲ
乞
う
往
テ
之
ヲ
診
ス
ル
ニ
咳
嗽
頻
発

呼
吸
息
迫
ス
ト
錐
圧
熱
候
ナ
ク
豚
八
十
至
呼
吸
三
十
息
体
温
三
十
七
度
三
分
ナ
リ
施
療
ス
ル
可
一
週
ニ
シ
テ
休
薬
ス
患
者
予
ヲ
治
セ
サ
ル
ヲ

覚
悟
シ
死
亡
ノ
節
〈
後
世
同
患
ノ
為
メ
死
体
解
剖
ノ
事
ヲ
親
戚
二
遺
言
シ
遂
一
一
四
月
二
十
五
日
前
十
一
時
頃
業
ヲ
操
リ
シ
ニ
忽
然
胸
部
害
迫

ノ
状
態
ヲ
ナ
シ
大
二
煩
悶
シ
ー
ニ
ノ
咳
嗽
ヲ
発
シ
テ
姥
レ
タ
リ
ト
之
レ
心
嚢
水
腫
ノ
為
メ
ト
診
シ
タ
リ

〔
解
屍
所
見
〕
外
山
林
助
氏
等
交
々
教
示
シ
テ
曰
死
体
ヲ
望
見
ス
ル
ニ
体
格
倭
小
一
一
シ
テ
萎
痩
シ
甚
キ
老
相
ヲ
呈
ス
ル
ハ
実
二
年
齢
二
符
合

セ
ス
全
身
皮
層
帯
褐
黄
色
ニ
シ
テ
顔
面
及
脊
部
ノ
右
半
部
〈
紫
色
ノ
広
キ
死
斑
ア
リ
面
貌
枯
槁
眼
窩
陥
没
シ
右
眼
〈
前
葡
萄
腫
左
眼
〈
眼
球

つ
ぎ
に
、
そ
の
全
文
を
か
か
げ
る
。
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萎
縮
症
ヲ
呈
シ
鼻
梁
尖
鋭
死
後
廿
九
時
ヲ
経
ル
モ
四
肢
ノ
強
直
甚
シ
カ
ラ
ズ
鼻
ロ
ョ
リ
帯
黄
水
明
ノ
悪
臭
液
ヲ
流
出
シ
ロ
唇
粘
膜
〈
紫
色
ヲ

呈
シ
鰐
諸
筋
ノ
強
直
ハ
甚
タ
シ
ク
シ
テ
牙
関
緊
急
シ
胸
瞠
〈
著
キ
変
形
ナ
キ
モ
乳
房
ノ
発
育
不
全
ニ
シ
テ
鎖
骨
上
窩
〈
強
ク
陥
没
ス
ル
ト
錐

任
肋
間
ノ
陥
没
ハ
著
シ
ヵ
ラ
ス
胸
部
ヲ
打
診
ス
ル
ニ
右
乳
頭
部
二
当
テ
僅
二
濁
音
ア
ル
ヲ
覚
フ
腹
部
〈
膨
満
シ
テ
膳
囲
二
梢
々
緑
色
ヲ
呈
ス

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

其
周
径
膳
部
ニ
テ
七
十
三
仙
迷
胸
骨
剣
状
突
起
ヨ
リ
趾
骨
縫
際
マ
テ
三
十
七
半
仙
迷
謄
ヨ
リ
趾
骨
縫
際
二
至
ル
廿
仙
迷
ヲ
計
し
り
脳
〈
前
上

方
二
向
上
雛
檗
〈
梢
々
消
亡
ス
ト
碓
托
妊
娠
二
於
テ
認
知
ス
ル
癩
痕
ヲ
見
ス
打
診
ス
ル
ニ
悉
ク
皷
音
ヲ
放
ツ
ト
雌
任
趾
骨
縫
際
上
二
当
テ
微

二
濁
音
ヲ
徴
ス
今
此
部
ヲ
触
按
ス
ル
ニ
運
動
性
ノ
ー
大
硬
塊
ア
リ
内
診
セ
ン
ト
欲
シ
テ
先
シ
膣
ロ
ヲ
望
ム
ニ
処
女
膜
猶
遣
存
セ
リ
等
》
甥
涯

室
亦
指
ヲ
膣
内
↓
一
進
メ
テ
検
ス
ル
’
一
子
宮
膣
部
狭
長
ニ
シ
テ
硬
ク
凡
ソ
三
仙
迷
膣
内
二
突
出
ス
又
隻
手
検
宮
法
ヲ
施
ス
’
一
此
塊
〈
正
中
二
位

シ
偏
筒
ス
ル
可
ナ
キ
ヲ
以
テ
考
フ
レ
ハ
子
宮
二
生
セ
シ
者
ナ
ル
ヘ
シ
又
直
腸
ヨ
リ
検
ス
ル
モ
其
硬
塊
強
ク
直
腸
ヲ
押
圧
シ
テ
甚
タ
大
ナ
ル
ヲ

知
ル
可
シ
姜
二
於
テ
石
川
孝
恭
氏
等
刀
ヲ
執
り
法
ノ
如
ク
胸
腹
部
ヲ
切
開
ス
ル
ニ
皮
下
脂
肪
組
織
減
少
シ
筋
肉
痔
痩
甚
夕
淡
紅
ニ
シ
テ
之

ヲ
裁
断
ス
ル
モ
出
血
ナ
シ
今
腹
部
ヲ
検
ス
ル
ニ
網
膜
〈
其
色
蒼
白
ニ
シ
テ
脂
肪
消
亡
シ
腸
管
〈
瓦
私
二
由
テ
強
ク
膨
脹
シ
管
壁
蒼
白
色
ニ
シ

テ
貧
血
ヲ
呈
セ
リ
而
シ
テ
肚
骨
縫
際
上
二
当
テ
甚
タ
大
ナ
ル
暗
青
赤
色
ノ
光
輝
ア
ル
硬
腫
ヲ
見
ル
其
前
方
二
〈
膀
胱
萎
縮
シ
テ
潜
在
シ
其
ノ

側
后
方
ニ
ハ
広
靱
帯
輸
卵
管
卵
巣
存
シ
靱
帯
間
ノ
静
豚
〈
箸
ク
怒
張
シ
卵
巣
〈
帯
黄
白
色
ニ
シ
テ
萎
少
シ
表
面
滑
沢
ナ
リ
輸
卵
管
〈
異
常
ヲ

見
ス
此
硬
腫
ハ
子
宮
前
壁
二
生
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
腹
壁
一
一
向
テ
膨
大
ス
之
二
触
ル
、
二
滑
平
ニ
シ
テ
軽
圧
ス
レ
ハ
暴
々
ト
シ
テ
硬
ク
梢
を
弾

力
ア
リ
之
ヲ
副
出
シ
テ
検
ス
ル
ニ
殆
ン
ト
三
四
歳
ノ
児
頭
大
ニ
シ
テ
其
長
径
塞
轌
知
子
三
十
仙
迷
基
底
ノ
周
径
三
十
八
仙
迷
ヲ
有
シ
其
全
量

〈
二
千
瓦
一
転
認
識
輝
分
ナ
リ
今
探
子
ヲ
採
り
子
宮
ロ
ョ
リ
挿
入
ス
ル
ニ
其
後
壁
二
向
フ
テ
進
ミ
空
隙
在
ル
ヲ
触
知
ス
之
ヲ
前
面
ノ
正
中
線
二

沿
テ
割
断
シ
子
宮
腔
二
達
セ
リ
其
切
面
矢
状
径
五
寸
計
ニ
シ
テ
其
中
央
〈
帯
赤
黄
色
一
一
シ
テ
累
盈
ト
シ
テ
起
伏
シ
繊
維
〈
諸
方
一
一
向
走
ス
其

外
方
腹
膜
下
二
繊
維
丼
行
シ
タ
ル
一
層
ノ
被
膜
ノ
如
キ
部
ア
リ
又
内
方
粘
膜
外
ニ
モ
同
居
ア
リ
之
即
チ
子
宮
肉
質
間
一
一
生
セ
シ
賛
腫
ニ
シ
テ

其
前
後
ノ
境
界
〈
明
瞭
ナ
ル
モ
基
底
部
二
於
テ
ハ
交
互
吻
合
シ
テ
区
域
ナ
シ
是
ヲ
以
テ
考
フ
レ
ハ
此
贄
腫
〈
子
宮
基
底
部
ノ
肉
質
内
二
発
生

シ
テ
子
宮
前
壁
肉
質
間
二
向
テ
増
育
セ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ
贄
腫
ノ
ー
片
ヲ
取
り
顕
微
鏡
下
一
一
検
ス
ル
ニ
結
締
織
繊
維
不
整
ノ
方
向
二
走
行
シ
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を
き
わ
め
て
お
り
、
目

資
料
と
評
価
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
東
京

（
一
一
一
）

号
と
断
じ
て
よ
い
星

い
る
。

ミ
オ
ヒ
。
フ
ロ
ー
ム

紡
錘
状
細
胞
其
繊
維
間
一
一
嵌
入
ス
ル
ヲ
見
ル
故
二
筋
腫
性
繊
維
踵
ト
ス
子
宮
腔
ノ
三
角
形
〈
甚
シ
ク
延
長
シ
テ
ニ
十
六
仙
迷
ヲ
測
知
ス
其
他

腹
内
諸
臓
ヲ
検
ス
ル
ニ
変
状
ヲ
認
メ
ス
只
腹
腔
一
天
僅
二
澄
液
樛
漏
ス
ル
ヲ
見
ル
ノ
ミ
次
テ
胸
骨
及
肋
骨
ヲ
切
放
セ
ル
’
一
心
嚢
露
出
シ
横
隔

腹
内
諸
臓
ヲ
検
ス
ル
ニ
変
状
ヲ
認
メ
ス

膜
〈
上
挙
ス
其
各
臓
ノ
発
見
左
ノ
如
シ

○
心
嚢
裡
面
〈
精
々
滑
沢
ニ
シ
テ
三
十
九
瓦
ノ
漿
黄
色
液
ヲ
含
ミ
肋
膜
〈
左
右
共
二
第
三
肋
間
以
下
ハ
悉
ク
癒
着
シ
殊
二
右
方
〈
靱
帯
状
ノ

君
ヲ
ナ
ス
○
心
臓
〈
膨
大
シ
其
壁
変
シ
テ
至
薄
ト
ナ
リ
殊
一
一
右
心
〈
膨
大
ス
室
内
ニ
ハ
血
液
ノ
凝
固
塊
ヲ
容
レ
右
静
豚
ロ
ハ
開
大
シ
テ
三
指

ヲ
容
ル
ヘ
キ
モ
左
静
脈
ロ
ハ
狭
窄
シ
テ
一
指
ヲ
通
ス
ル
ニ
過
キ
ス
僧
帽
弁
ハ
硬
固
ト
ナ
リ
恰
モ
軟
骨
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
閉
鎖
不
全
ヲ
呈
ス
○
肺

〈
胸
部
ヲ
開
ク
モ
萎
小
ス
ル
可
ナ
ク
恰
モ
吸
息
ノ
状
態
ヲ
ナ
シ
其
色
暗
紅
ニ
シ
テ
殆
ン
ト
褐
色
硬
結
ヲ
為
ス
右
肺
根
部
二
鶯
卵
大
ノ
硬
結
ア

リ
之
ヲ
割
断
ス
ル
ニ
局
処
壊
疽
ヲ
呈
シ
鋪
色
糊
状
ヲ
含
メ
ル
空
洞
ナ
リ
他
部
〈
割
面
平
滑
ニ
シ
テ
気
管
枝
内
一
ス
泡
沫
疾
ヲ
充
タ
シ
血
管
二

富
メ
リ
其
他
両
肺
共
二
気
胞
〈
悉
ク
澄
液
彦
淫
ス
故
一
一
指
圧
ス
ル
モ
暉
畷
ノ
声
ヲ
発
ス
ル
部
僅
ニ
シ
テ
却
テ
暫
時
其
痕
ヲ
止
ム
ル
ヲ
見
ル

以
上
剖
観
終
リ
テ
諸
臓
ヲ
復
故
シ
皮
創
ヲ
縫
接
シ
テ
法
ノ
如
ク
櫃
一
一
納
ム

解
屍
后
診
按
以
上
ノ
諸
件
二
由
テ
之
レ
ヲ
観
し
〈
其
死
ヲ
致
ス
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
心
嚢
一
一
続
発
ス
ル
肺
水
腫
一
一
因
ル
ヘ
シ
但
シ
子
宮
ノ
贄
腫
ハ

殊
二
大
ニ
シ
テ
多
少
栄
養
二
損
害
ヲ
与
ヘ
シ
モ
其
性
善
良
ナ
ル
カ
故
二
敢
テ
之
レ
カ
為
二
死
ヲ
致
ス
者
ニ
ア
ラ
ス
ト
ス

こ
の
剖
検
記
録
の
前
文
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
執
刀
者
は
当
時
（
金
沢
医
学
校
時
代
の
初
期
）
の
医
学
校
の
教
諭
ら
で
、
剖
検
内
容
は
精
細

き
わ
め
て
お
り
、
見
事
な
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
宮
組
織
を
顕
微
鏡
下
で
観
察
し
て
お
り
、
こ
の
点
の
記
録
と
し
て
も
貴
重
な

明
治
十
六
年
七
月
三
日
石
川
県
加
賀
国
石
川
郡
徳
丸
村
私
立
松
江
病
院
仮
解
剖
所
二
於
テ
庁
許
ヲ
得
警
察
官
及
上
親
戚
ノ
者
立
会
ニ
テ
施
行

『
東
京
医
事
新
誌
』
の
明
治
十
六
年
版
を
さ
ら
に
丹
念
に
読
ん
で
い
く
と
、
第
二
八
四
号
（
九
月
八
日
）
に
松
江
病
院
の
第
二

い
「
病
体
解
剖
記
事
」
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
症
例
は
七
十
六
歳
（
男
性
）
の
卒
中
症
で
、
前
文
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
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が
窺
わ
れ
る
。

（
五
）
剖
検
方
式
で
は
、
第
一
例
は
開
頭
し
て
い
な
い
が
、
第
二
例
で
は
開
頭
し
、
第
三
脳
室
内
右
側
の
線
状
体
及
視
神
経
床
上
に
鴦
卵
大

の
凝
血
塊
を
確
認
し
た
点
が
特
記
さ
れ
る
。

竹
川
リ
ン
の
顕
彰
碑
は
、
リ
ン
の
一
周
忌
に
あ
た
る
明
治
十
七
年
四
月
二
十
五
日
に
建
立
さ
れ
た
。
碑
の
台
石
前
面
に
有
志
者
ら
の
氏
名
が

（
一
ハ
）
（
一
三
一
）

刻
ん
で
あ
る
。
彼
等
の
当
時
の
職
分
に
つ
い
て
、
長
岡
博
男
、
福
田
与
盛
の
調
査
に
よ
り
略
々
確
か
め
ら
れ
た
の
で
、
つ
ぎ
に
示
す
。

有
志
者
・
・
佐
藤
廉
（
医
学
士
、
金
沢
医
学
校
教
諭
、
内
科
）
、
木
村
孝
三
（
医
学
士
、
金
沢
医
学
校
教
諭
、
外
科
）
、
石
川
孝
恭
（
金
沢
医
学

校
教
諭
、
解
剖
）
、
大
井
玄
洞
（
金
沢
医
学
校
教
諭
、
生
理
）
、
安
達
敬
之
（
石
川
郡
長
）
、
青
木
六
郎
（
石
川
郡
書
記
）
、
逸
見
逼
種
（
医
師
）
、

真
沢
七
三
郎
（
徳
丸
村
医
師
、
安
見
門
人
）
、
近
藤
源
五
郎
（
淵
上
村
二
口
の
十
村
）
、
水
上
鉱
次
郎
（
金
沢
医
学
校
教
諭
、
理
学
）
、
上
田
計

二
（
金
沢
医
学
校
教
諭
、
生
理
）
、
永
矢
之
孚
（
成
村
戸
長
）
、
高
宮
八
十
二
郎
（
安
見
の
弟
昇
の
義
父
）
、
得
能
俊
平
（
文
学
者
）
、
増
田
常
什

（
八
シ
矢
町
医
師
、
安
見
門
人
）
、
得
田
陳
好
（
安
見
の
弟
）
、
木
村
弥
三
郎
（
徳
丸
村
区
長
）
、
藤
井
長
吉
（
松
江
病
院
調
剤
師
）

（
八
シ
矢
町
医
師
、
安
見
門
人
）
、
得

発
起
人
…
逸
見
逼
種
、
松
江
安
見

め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
第
二
号
で
は
庁
許
ヲ
得
警
察
官
及
上
親
戚
ノ
者
立
会
と
あ
り
、
剖
検
の
許
可
手
続
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
号
は
多
数

の
金
沢
医
学
校
の
教
諭
が
参
加
し
て
い
る
点
か
ら
ぷ
て
、
医
学
校
の
出
張
解
剖
の
形
式
で
実
施
さ
れ
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
。

（
四
）
第
二
号
で
は
医
学
校
か
ら
石
川
孝
恭
の
み
が
加
わ
っ
て
い
る
が
、
松
江
と
石
川
の
師
弟
関
係
か
ら
み
て
、
松
江
が
石
川
の
協
力
を
求

ス
則
チ
金
沢
医
学
校
教
諭
石
川
孝
恭
氏
執
刀
教
示
ス
余
ト
松
江
甚
作
等
ト
補
助
筆
記
ス
其
他
傍
観
〈
近
郷
開
業
医
等
数
十
名
ナ
リ

第
一
号
と
対
比
す
る
と
、
つ
ぎ
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

（
一
）
病
体
剖
観
記
事
が
病
体
解
剖
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
松
江
安
見
が
直
接
解
剖
に
関
与
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（
二
）
第
一
号
で
は
松
江
安
見
自
宅
、
第
二
号
で
は
私
立
松
江
病
院
仮
解
剖
所
と
剖
検
場
所
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
剖
検
に
際
し
て
の
規
制
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が
開
学
し
た
。

て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
の
で
、

（
一
）
刑
死
者
の
剖
検
手
続

（
一
四
、
一
五
）

先
年
、
金
沢
大
学
医
学
部
耆
庫
に
お
い
て
、
剖
検
手
続
書
類
を
綴
っ
た
第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
の
「
解
剖
一
件
」
（
明
治
二
十
一
年
ｌ
同

二
十
五
年
）
を
発
見
し
た
。
こ
の
綴
に
は
七
十
二
件
の
解
剖
手
続
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
解
剖
体
の
態
様
に
よ
り
手
続
が
異
り
、
今
日
的
に
桑

て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
の
で
、
つ
ぎ
に
そ
の
要
所
を
示
す
。

右
は
明
治
二
十
一
年
四
月
二
十
四
日
医
学
校
よ
り
監
獄
署
へ
の
刑
死
者
の
引
渡
し
照
会
文
で
あ
る
。

明
二
十
五
日
於
貴
署
囚
人
死
刑
可
有
之
由
該
死
体
引
取
人
無
之
候
ハ
ハ
本
部
生
徒
解
剖
実
験
用
ト
シ
テ
御
引
渡
相
成
度
此
段
及
御
照
会
候
也

本
部

明
治
二
十
年
八
月
、
第
四
高
等
中
学
校
に
医
学
部
が
設
置
さ
れ
、
十
二
月
木
村
孝
蔵
を
医
学
部
長
に
任
命
し
、
翌
年
四
月
か
ら
官
制
医
学
校

世
話
人
…
松
江
甚
作
（
安
見
の
弟
、
医
師
）
、
松
江
兵
二
（
安
見
の
弟
、
医
師
）

（
注
）
木
村
孝
三
は
木
村
孝
蔵
の
誤
り
で
あ
る
。

一
死
体
壱
個

但
死
刑
者
○
○
○
○
○

三
官
制
医
学
校
に
お
け
る
解
剖

右
領
収
候
也

明
治
廿
一
年

金
沢
監
獄
署
御
中

記
年
四
月
廿
五
日
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剖
検
は
死
体
受
領
後
、
直
ち
に
外
表
検
査
を
終
え
る
と
薬
液
（
内
容
不
詳
）
を
血
管
よ
り
注
入
し
、
翌
日
執
刀
（
医
学
士
山
田
謙
治
、
介
者

飯
森
益
太
郎
）
、
上
肢
（
二
十
七
日
）
、
躯
幹
（
二
十
八
日
）
、
下
肢
（
二
十
九
日
）
、
顔
面
（
三
十
日
）
の
順
で
解
剖
が
進
め
ら
れ
た
。

（
二
）
仙
救
（
救
療
）
患
者
の
剖
検
手
続

右
は
刑
死
者
の
受
領
文
で
あ
る
。

死
刑
者
○
○
○
○
○

三
十
四
年
八
ヶ
月

右
之
者
死
刑
執
行
候
二
付
御
請
求
之
通
り
及
御
引
渡
候
条
領
収
証
持
参
シ
人
夫
御
差
向
被
下
度
且
シ
実
験
済
ノ
上
〈
其
旨
御
通
知
相
成
候
〈

〈
直
チ
’
一
着
守
立
会
埋
葬
可
致
候
右
御
通
知
労
及
御
照
会
候
也

明
治
二
十
一
年
四
月
廿
五
日
金
沢
監
獄

死
刑
者
○
○
○
○
○

右
者
解
剖
実
験
済
ノ
旨
御
通
知
ニ
依
り
明
四
日
午
前
第
九
時
埋
葬
立
会
之
為
メ
看
守
壱
名
出
頭
為
致
候
条
運
搬
及
上
埋
葬
人
夫
〈
貴
部
ヨ
リ

御
差
立
相
成
度
且
原
籍
〈
石
川
県
珠
洲
郡
岩
坂
村
二
候

（
二
）
仙
救
（
救
療
）
患
者

御
施
療
二
付
受
書

金
沢
監
獄
署

明
治
二
十
一
年
四
月
廿
五
日

第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
御
中

明
治
廿
一
年
五
月
三
日
金
沢

第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
御
中

右
及
通
知
候
也

金
沢
監
獄

本
部
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今
般
○
○
○
症
一
一
罹
リ
金
沢
病
院
一
一
於
テ
救
療
相
願
居
候
処
万
一
不
幸
ニ
シ
テ
死
亡
候
節
〈
医
術
研
究
ノ
為
メ
御
部
二
於
テ
死
体
剖
見
被
成

下
后
来
同
病
患
者
ノ
稗
益
ト
相
成
候
〈
〈
死
後
ノ
幸
福
ト
奉
存
候
依
テ
保
証
人
連
署
此
段
相
願
置
候
也

（
三
）
特
志
解
剖
の
例

右
之
者
今
般
御
治
療
相
願
候
二
付
御
規
則
等
堅
ク
可
為
相
守
〈
勿
論
本
人
二
係
ル
ー
切
ノ
事
件
拙
者
引
受
可
申
価
テ
保
証
書
如
斯
一
一
候
也

保
証
人
高
山
小
助
⑳

本
例
は
伽
救
患
者
（
四
十
五
歳
）
の
剖
検
第
一
号
で
、
大
腿
骨
カ
リ
エ
ス
兼
肝
二
口
墨
症
例
で
あ
る
。

明
治
二
十
一
年
九
月
か
ら
は
、
書
式
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。

村
井
小
右
衛
門

今
回
御
院
一
一
於
テ
施
療
御
許
可
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
御
規
則
堅
ク
可
相
守
ハ
勿
論
万
一
不
幸
ニ
シ
テ
死
去
候
ト
キ
ハ
御
見
込
一
一
ヨ
リ
剖
見
被
下

候
モ
不
苦
候
条
予
テ
此
段
御
受
申
上
候
也

明
治
二
十
一
年
九

解
剖
願

第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
長
○
○
○
○
殿

明
治
○
年
○
月
○
日

明
治
二
十
一
年
四
月
十
九
日

石
川
県
金
沢
病
院
御
中

本
人
○
○
○
○
④

年
月
日
生

保
証
人
○
○
○
○
⑳

村
井
小
右
衛
門
④
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石
川
県
金
沢
区
中
本
多
町
短
町

四
拾
壱
番
地
士
族
栗
山
得
定
④

五
十
七
年
八
ヶ
月

妻
ウ
タ
④

同
県
同
区
百
姓
町
百
四
拾
八
番
地

親
戚
越
田
弥
兵
衛
④

第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
長
木
村
孝
蔵
殿

剖
検
は
翌
十
七
日
午
前
七
時
よ
り
医
学
士
黒
柳
精
一
郎
執
刀
（
筆
記
、
岸
千
尋
助
教
諭
）
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
。
臨
床
並
び
に
病
理
診
断
は

肺
結
核
で
あ
る
。
剖
観
者
と
し
て
、
親
戚
五
名
、
病
院
医
員
、
医
学
生
ら
二
十
五
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
先
祖
由
緒
一
類
附
帳
（
金
沢
市
立

図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
栗
山
得
定
は
加
賀
藩
定
番
御
歩
役
を
勤
め
、
御
切
米
高
四
拾
俵
と
判
明
し
た
。
ま
た
、
栗
山
の
名
は
第
四
高
等
学
校

医
学
部
解
剖
遺
躰
第
一
合
葬
交
名
碑
（
金
沢
市
卯
辰
山
に
あ
り
、
明
治
二
十
一
年
ｌ
同
二
十
九
年
の
解
屍
者
百
名
）
の
筆
頭
者
と
し
て
刻
ま
れ

て
い
る
。

「
解
剖
一
件
」
綴
を
年
度
別
に
み
る
と
、
明
治
二
十
一
年
十
三
件
、
同
二
十
二
年
九
件
、
二
十
三
年
二
十
一
件
、
二
十
四
年
二
十
一
件
、
二
十

五
年
八
件
の
解
剖
手
続
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
仙
救
（
救
療
）
患
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
特
志
解
剖
は
僅
か
二
例
で
あ
る
（
他
に
刑
死
者
二
例
あ

自
分
儀
不
幸
ニ
シ
テ
不
治
ノ
症
一
一
罹
リ
再
ビ
起
シ
能
ハ
サ
ル
ハ
既
二
自
ラ
覚
悟
ス
ル
所
二
御
座
候
就
テ
ハ
死
後
医
学
研
究
ノ
為
メ
屍
ヲ
解
剖

シ
テ
病
理
ヲ
探
求
シ
世
ノ
公
益
二
供
セ
ラ
レ
度
何
卒
願
意
御
採
用
相
成
度
親
戚
連
署
ヲ
以
テ
此
段
予
メ
奉
願
上
置
候
也

明
治
弐
拾
壱
年
八
月
十
六
日

解
剖
願
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一
方
、
壱

引
用
す
る
。

表1解剖学教室における解剖体数（）は女性屍体
1892-1912

た
。 て
、
大
分
で
積
極
的
に
剖
検
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の
素
地
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
ご
と
く
、
官
制
医
学
校
時
代
は
明
治
十
年
代
か
ら
興
っ
た
病
体
剖
観
の
全
国
的
風
調
に
同
調
し
て
病
理
解
剖
が
積
極
的
に
行
な
わ
れ

余
ガ
就
任
頃
〈
（
注
、
明
治
二
十
九
年
八
月
）
素
ヨ
リ
少
数
デ
〈
ア
ッ
タ
ガ
生
徒
ノ
員
数
モ
多
カ
ラ
ズ
、
小
野
慈
善
院
カ
ラ
来
ル
ノ
デ
辛

ク
間
二
合
ハ
セ
タ
。
左
レ
ド
生
徒
数
ガ
増
ス
ニ
従
上
材
料
大
二
不
足
ヲ
生
ジ
、
富
山
、
福
井
ノ
両
県
二
余
自
ラ
出
張
シ
テ
刑
務
所
、
赤
十
字

生徒数｜解剖体数｜病理解剖体数年度

（
一
七
）

医
育
に
必
要
な
系
統
解
剖
は
遅
々
と
し
て
進
展
を
柔
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
金
子
治
郎
の
『
回
想
録
第
二
」
か
ら
、
つ
ぎ
に

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
－
２
３
４
５

２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４

2（1）

17（7）

10（5）

11（1）

11）2）

11（5）

15（8）

29（6）

16（5）

10（7）

14（2）

6(’4）

2（0）

16(10）

22（9）

32(19）

10（5）

8（4）

4（1）

10（3）

14（8）

14

14

19

15

20

30

36

18

29

28

50

41

71

95

99

109

97

104

99

102

109

11（3）

24(12）

12（5）

15（8）

21(11）

39(19）

39(11）

41(20）

47(24）

56(21）

42(19）

55(23）

53(24）

り
）
。
診
療
科
別
で
は
内
科
四
十
五
件
、
外
科
十

六
件
、
婦
人
科
四
件
、
不
詳
七
件
と
分
類
で
き

る
。
ま
た
、
内
科
の
内
訳
で
最
も
多
い
の
は
結
核

で
他
に
梅
毒
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
、
腸
チ
フ
ス
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
に
剖
検
を
推
進
し
た
者
は
黒
柳
精
一

郎
（
医
学
士
、
明
治
十
六
年
卒
業
）
、
山
田
謙
治

（
医
学
士
、
明
治
二
十
年
卒
業
）
、
川
瀬
泰
輔
（
医

学
士
、
明
治
一
一
十
年
卒
業
）
、
飯
森
益
太
郎
（
石

川
県
甲
種
医
学
校
卒
業
）
ら
で
、
と
く
に
黒
柳
の

（
一
一
ハ
）

功
績
は
大
き
い
。
黒
柳
は
明
治
十
六
年
よ
り
同
二

十
一
年
ま
で
大
分
県
立
医
学
校
内
科
学
教
諭
と
し
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表2皇瀧鄙三澤解剖屍体年別累計表
病
院
、
警
察
署
等
二
交
渉
シ
、
大
二
特
志
者
ヲ
募
集
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
。
左
レ
ド
兎
角
思
う
様
二
行
カ
ズ
、
生
徒
数
百
名
ヲ
突
破
ス
ル
ニ

及
ン
デ
ハ
ー
屍
体
ヲ
十
二
人
ノ
生
徒
二
割
附
シ
タ
コ
ト
モ
数
年
続
イ
タ
。
左
一
一
掲
ル
表
〈
生
徒
員
数
ト
使
用
セ
ル
解
剖
体
ノ
数
ヲ
示
ス
。
但

シ
生
徒
ノ
員
数
〈
卒
業
者
ノ
数
ニ
シ
テ
屍
体
ノ
数
〈
其
実
習
時
明
治
三
十
三
年
代
乃
チ
ニ
年
生
時
代
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
生
徒
員
数
〈
是
ヨ
リ

本校
解体総数窪

一
江
塑
配
型
妬
配
”
記
調
訓
凱
躯
詔
誕
弱
託
諏
調
調
“
虹
哩

分
比
例

数
二
対
ス
ル
女
両
性
ノ
百

解
剖
学
教
室
収
容
屍
体
総

解
剖
学
教
室
収
容
屍
体
総
数

別病
理
解
剖
ヲ
経
サ
ル
男
女

解
剖
学
教
室
収
容
屍
体
中

比
例
学
教
室
収
容
屍
体
総
数
ノ
百
分

本
校
解
体
総
数
一
一
対
ス
ル
解
剖

数
ノ
百
分
比
例

対
ス
ル
病
理
解
剖
ヲ
経
サ
ル
屍

体
解
剖
学
教
室
収
容
屍
体
総
数

女
別
解
剖
学
教
室
収
容
屍
体
男

３
９
７
７
９
９
０
３
７
１
２
６
７
１
６
２
１
９
６
３
４
５

１
１
２
１
１
２
２
４
３
４
６
２
３
６
７
８
６
７
６
７
８

男
－
０
４
４
２
３
４
５
４

１
１

女
－
２
５
６
９
２
２
８
０

１
１
１
２
２

男 女男 女
－
１
２
１
５
４
１
０
０
８
５
３
１
３
０

１
１
１
１
１

２
７
１
３
９
１
６
９
４
１
２
６
６
５

１
２
１
２
３
３
３
４
２
３
３

４
２
７
２
１
３
４
９
１
７
７
０
８
８

１
２
３
２
２
５
５
７
５
６
５
６
６

38．7

64．3

48．5

77．8

74．2

81．8

81．9

87．7

82．6

88．2

79．4

91．9

80．0

３
７
９
９
８
１
１
９
４
７
０
９
５

ｅ
●
叩
●
◆
■
■
■
Ｇ
①
●
●
■

８
０
１
２
７
８
６
７
４
２
２
２
１

５
４
７
４
４
４
６
４
５
６
５
５
５

７
つ
Ｊ
１
１
２
９
９
１
６
３
０
１
５

■
Ｇ
早
●
●
■
■
Ｂ
■
町
●
●
●

１
９
８
７
２
１
３
２
５
７
８
７
８

４
５
２
５
５
５
３
５
４
３
４
４
４

０
６
１
３
７
８
７
７
３
９
０
７
Ｏ

ｇ
Ｑ
Ｂ
ｅ
●
凸
自
●
■
■
①
寺
■

０
５
３
３
１
７
０
３
９
１
８
４
５

５
５
５
３
２
２
４
４
１
１
１
２

３
６
５
３
７
７

１７
６
５
４
２
３

３
２
２
２
３
３ ’

若
干
多
カ
ル
ベ
シ
。
又
明
治
三
十
三
年
以
前
モ

病
理
解
剖
後
ノ
屍
体
ヲ
使
用
シ
タ
ル
ニ
相
違
ナ

キ
ガ
帳
簿
二
明
記
ナ
キ
ヲ
以
テ
全
身
解
剖
ノ
ミ

ノ
数
ヲ
挙
グ
（
表
１
）
。

つ
ぎ
に
、
金
子
の
解
剖
体
数
集
計
記
録
の
ほ
か

（
一
八
）

に
、
中
野
鋳
太
郎
（
解
剖
学
副
手
、
明
治
三
十
五

年
四
月
ｌ
大
正
三
年
三
月
）
の
「
本
校
解
剖
学
教

室
統
計
」
報
告
が
あ
る
の
で
、
表
示
す
る
（
表
２
）
。

両
者
を
対
比
す
る
と
、
若
干
の
計
数
の
相
違
が
あ

る
が
、
当
時
の
解
剖
の
実
態
を
浮
彫
り
に
し
て
い

る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

稿
を
脱
す
る
に
あ
た
り
、
医
史
学
の
ご
教
導
を
い
た

だ
い
た
故
中
野
操
先
生
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
、
ま
た
、

本
稿
に
つ
い
て
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
岩
治
勇

一
先
生
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
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文

（
一
）
小
川
鼎
三
「
明
和
六
年
福
井
に
お
け
る
解
剖
、
福
井
藩
に
於
け
る
解
剖
の
記
録
」
『
明
治
前
日
本
医
学
史
（
復
刻
）
第
一
巻
』
日
本
学
士
院
編
、

一
○
三
頁
、
二
二
三
頁
、
昭
和
五
十
三
年

（
二
）
岩
治
勇
一
「
臓
鑑
ｌ
福
井
藩
最
初
の
解
剖
記
録
」
「
福
井
医
科
大
学
一
般
教
育
紀
要
』
第
四
号
、
二
九
頁
、
昭
和
五
十
九
年

（
一
己
福
井
県
医
師
会
編
「
福
井
県
医
学
史
』
一
三
二
頁
、
昭
和
四
十
三
年

ａ
）
山
崎
佐
「
福
井
藩
解
剖
小
史
」
『
日
本
医
事
新
報
』
第
一
○
三
四
号
、
第
一
○
三
号
、
二
四
頁
、
二
七
頁
、
昭
和
十
七
年

（
琶
金
子
治
郎
「
解
剖
に
就
て
の
懐
奮
」
『
犯
罪
学
雑
誌
』
第
三
巻
、
二
六
頁
、
昭
和
五
年

（
ご
長
岡
博
男
「
郷
土
に
お
け
る
解
屍
の
沿
革
」
『
石
川
医
報
』
第
二
八
三
号
、
第
二
八
四
号
、
六
頁
、
六
頁
、
昭
和
三
十
六
年

（
ち
酒
井
恒
「
加
賀
藩
最
初
の
人
体
解
剖
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
一
七
巻
第
二
号
、
二
四
頁
、
昭
和
四
十
六
年

（
○
寺
畑
喜
朔
「
竹
川
リ
ン
特
志
解
剖
百
年
」
『
十
全
同
窓
会
々
報
』
第
六
七
号
、
二
五
頁
、
昭
和
五
十
七
年

（
ご
寺
畑
喜
朔
「
特
志
解
剖
第
一
号
の
剖
検
記
録
を
発
見
す
る
」
「
十
全
同
窓
会
々
報
』
第
七
一
号
、
一
二
頁
、
昭
和
五
十
九
年

（
己
）
寺
畑
喜
朔
「
私
立
松
江
病
院
の
剖
検
記
録
を
め
ぐ
っ
て
」
『
北
陸
医
史
』
第
六
巻
、
三
六
頁
、
昭
和
六
十
年

（
二
）
松
江
安
見
「
病
禮
剖
観
記
事
」
『
東
京
医
事
新
誌
」
第
二
七
一
号
、
九
頁
、
明
治
十
六
年

（
三
）
松
江
安
見
「
病
禮
解
剖
記
事
」
『
東
京
医
事
新
誌
』
第
二
八
四
号
、
一
四
頁
、
明
治
十
六
年

（
三
）
福
田
与
盛
「
名
医
松
江
安
見
の
面
影
」
『
郷
土
と
文
化
』
第
七
号
、
一
二
頁
、
松
任
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
十
五
年

（
西
）
金
沢
大
学
医
学
部
蔵
『
解
剖
一
件
（
明
治
二
十
一
年
ｌ
明
治
二
十
五
年
）
」

（
三
）
寺
畑
喜
朔
「
金
沢
に
お
け
る
明
治
中
期
の
剖
検
記
録
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
○
巻
第
二
号
、
三
三
頁
、
昭
和
五
十
九
年

（
実
）
高
浦
照
明
『
大
分
の
医
療
史
』
大
同
新
聞
社
、
昭
和
五
十
三
年

（
壱
）
金
子
治
郎
『
回
想
録
第
二
』
五
頁
、
昭
和
七
年
（
こ
の
小
冊
子
は
金
沢
医
科
大
学
の
求
め
に
応
じ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
一
三
頁
か
ら
成
っ
て
い

る
。
金
沢
大
学
医
学
図
書
館
蔵
）

（
六
）
中
野
鋳
太
郎
「
本
校
解
剖
学
教
室
統
計
」
『
十
全
会
雑
誌
』
第
五
八
号
、
四
○
頁
、
明
治
四
十
三
年

（
金
沢
医
科
大
学
臨
床
病
理
学
教
室
）

献
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AshorthistoryofdissectioninHokuriku

bvKisakuTERAHATA

IntheHokurikudistricts,thefirstdissectionwasperfbrmedbyHikoNAKARAIandothersin
Nov，1769.

Sincethel9thcentury,recordsofnineexamplesofdissectionstillremaininFukui.

InJulyl870,thestaHofKanazawaMedicalSchoolpracticedthefirstdissection,onthebodyofa
criminal.

DissectionsofthebodiesofvolunteerswereperibrmedfbrthefirsttimebyYasumiMatsueetc.at

MattoinAprill883.

Formaldissectionsdidnotmakesubstantialadvancesuntilneartheendofthel9thcentury.

（
ぬ
①
）

Ｈ
○
国


